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所属団体名 
（○○県○○市立○○中学校 

 ○○発明クラブ   ） 

 埼玉県  埼玉大学教育学部附属     中学校  

ふりがな あんこくせいいきえくりぷす 

チーム名 暗黒聖域エクリプス 

ロボコンルール名称 
（URL https://･･･） 

ルールの名称（部門）等：Let’s collect, carry, and load!（令和６年度 第24回

創造アイデアロボットコンテスト 基礎部門） 

 （ https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R6/R6_kiso.pdf ） 

製作期間  西暦2024年 ７月頃  ～  西暦2024年 10月頃 

製作時間 
（構想から試作完成までの

全ての時間） 

 

       12時間 

ロボットに関

する写真と図 

 
必ず、ロボットの概要や

機構等の特徴がわかる写

真や図等を、1～4枚程度

で掲載しましょう。 

 

写真や図に記号等を書き

込み,この下の枠「ロボ

ットのアイデア概要」で

解説しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットの 

アイデア概要 
【報告書要約】 
どのような動きを実現す

るために，具体的にどの

ような素材や機構を用い

て実現したのか説明して

ください。 

避難所に支援物資（ボール）を効率よく届けるロボットをつくるために 
①前側のブルドーザーのようなところで支援物資をとり本体に載せる 
②本体に載せてためた支援物資を避難所に出す 
という２つの工程で届けられるロボットを制作した。 
また、ロボットの動きをなるべく素早くするために軽い素材を多く用いた
り、ギヤボックスを2つだけにるすなどの工夫をした。 
また、スキーのリフトのようにモーターを動かすと、紐が巻かれ、丸く囲ま
れたところが自動で開くようにすることで、ブルドーザーですくった支援物
資はほとんど避難所に届けられるように一度にすくえる量を考えるなどの工
夫もした。 
できるだけ、身近になるものを使ってロボットを作った。 

参考資料 
製作上参考にしたロボッ

ト等の情報を文章とURL

等を用いて掲載しましょ

う。 

ブルドーザーの仕組み（支援物資を本体に乗せる部分を作る時参考にし

た。） 

ブルドーザーの構造・機能とは？主要構成や画期的技術についても解説！|中

古建設機械情報・ニュース【トクワールド】のブログ 

① 

② 

モーターを動かすと勝

手に紐が巻かれ、自動

で扉が開くようにした

モーターを動かすと勝

手に紐が巻かれ、自動

で扉が開くようにした 
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  解 のために  したこと  

  をタイ の部分には を  るなど
として  まで きくした

支援物資をたくさ ためてい きに  
 に  たい

 ュー ッグラックよりも紙や ラス
 ックなどの い素材を うようにした

はやく   に  るたい

  を  ボックスよりも い  に設
 した

支援物資をためるとこ に  ボックス
が りス ーズにドア   かない


